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亜臨界処理水に回収された CsはMC-B（フェロシアン化鉄の造粒粒子）で選択的に吸着できた。MC-Bに
吸着された Cs は溶出回収され、Cs をガラスに固定化できた。また、亜臨界処理水に回収された Cs は固
体酸含有高珪酸ガラスで吸着された。加温溶融によって固体酸含有高珪酸ガラスへの Csの固定化が確認さ
れた。 
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1. 緒言 

本研究では、イオン含有亜臨界水による汚染土壌からの Cs脱離および Csのガラス固化を行うことによ
り、汚染土壌の大幅な減容化を実現し、かつ安定的に放射性 Csを固定化する技術の実用化に資することを
目的としている。我々は過去に、水溶液中の Csを吸着後のフェロシアン化鉄を約 350℃で熱分解し、その
熱分解残渣を水および 0.5M 希硝酸で洗浄することで 99.9%以上の Csを溶出させることができることを確
認した[1, 2]。また、溶出させた Csをガラス固化させる基礎研究を行った[3]。ここでは、MC-Bを使用した亜
臨界処理水からの Cs 選択回収による Cs ガラス固化（固化法-1）および固体酸含有高珪酸ガラスを用いた
Cs回収による Csガラス固化に関する試験（固化法-2）の実施結果について報告する。 
 
2. 実験  
2-1. フェロシアン化鉄を用いた Cs回収による Csガラス固化（固化法-1） 
模擬汚染土壌試験（コールド試験）で得られた Cs含有亜臨界処理水と吸着剤 MC-B（関東化学製）を容
器に入れ振とうし（1h）、Cs を選択的に吸着させた。その後、Cs 吸着後の MC-B を空気雰囲気下で 350℃
にて熱分解させた。熱分解後の MC-Bと水を混合後に振とうし Csを溶出させた（80℃）。また、実汚染土
壌試験（ホット試験）で得られた Cs含有亜臨界処理水を用いて、同様にして、MC-B による Cs 吸着、Cs
吸着後のMC-Bの熱分解、Cs溶出の操作を行った。ガラス固化試験（コールド試験）では、Cs濃縮後の溶
出液（Cs濃縮体）を模擬した固体試薬とガラスフリット（PF798）、融剤（Na2CO3）を混合し加熱、自然冷
却しガラス固化体を作製した。それぞれの試験の結果より、Csの移行挙動や物質収支を評価した。 
2-2. 固体酸含有高珪酸ガラスを用いた Cs回収による Cs ガラス固化（固化法-2） 
模擬汚染土壌試験（コールド試験）で得られた Cs を含有する亜臨界処理水と固体酸含有高珪酸ガラス
（環境レジリエンス製）[4,5]をを容器に移し振とうし（3h）、固体酸含有高珪酸ガラスに Cs を吸着させた。
ガラス固化試験（コールド試験）では、Cs の吸着後模擬塩（固体試薬）と固体酸含有高珪酸ガラス、融剤
(Na2CO3) を混合し加熱、自然冷却しガラス固化体を作製した。固化法-1 と同様に、Cs の移行挙動や物質
収支を評価した。 
 
3. 結果と考察 
3-1. フェロシアン化鉄を用いた Cs回収による Csガラス固化（固化法-1） 
模擬汚染土壌試験（コールド試験）から得られた処理水を用いて Cs吸着試験を行なった結果、バッチ処
理（液固比 10 mL/g）にて Cs吸着率は 97.0%であった。吸着剤を熱分解させ残渣からの Cs溶出を行った
ところ、水のみで 99.8%の Csを溶出させることができた。溶出液を想定した模擬塩にてガラス固化試験を
行ったところ Cs の固定化が確認された(875℃、900℃、950℃では Cs 残存率 100%、99％、93%)。実汚染
土壌試験（ホット試験）から得られた処理水を用いて、MC-B による吸着試験を行なったところ、Cs 吸着
率は 93～94%となった。また、Csを吸着した MC-Bを熱分解し残渣からの Cs溶出試験を実施した結果、
水で約 95%の Csを溶出でき、水溶出後の残渣から希硝酸（0.5M）により残りの Csのほぼ全量を溶出する
ことができることを確認した。以上の結果より、汚染土壌から亜臨界処理水中へ脱離させた CsをMC-Bで
吸着し、熱分解後、溶出させ、ガラス固化させる一連のプロセスの成立性を確認した。 
3-2. 固体酸含有高珪酸ガラスを用いた Cs回収による Cs ガラス固化（固化法-2） 
模擬汚染土壌試験（コールド試験）から得られた処理水を用いて Cs 吸着試験を行った結果、バッチ処
理（液固比 10 mL/g）にて Cs吸着率は 94%であった。また、ガラス固化試験により、Cs が固体酸含有高
珪酸ガラスに固定化できることが確認された(850℃、950℃、1200℃では Cs 残存率 100%、100％、85%)。 
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